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ブータン王国における KWT300 建設プロジェクト報告 

CONSTRUCTION PROJECT REPORT OF 300KW WIND TURBINE IN KINGDOM OF BHUTAN 

 

 

 

 

1. まえがき 

ブータン王国は，国民総幸福（Gross National Happiness，

GNH）の向上を国の目標と掲げるユニークな政策で知ら

れており，「幸せの国」とも称される．そんな人口 76 万

人のヒマラヤの小国，ブータンにおける初の事業用再生

可能エネルギープロジェクトとして，300kW 風力発電機

2 基による風力発電所が，2016 年 1 月，同国ワンディ県

ルベサ（図-1）で竣工した．採用されたのは，当社の

300kW 風力発電機 KWT300 であり，競合機種との発電性

能の優位性が認められたことによるものである． 

本稿では，このブータン初の風力発電建設プロジェク

トについて報告する． 

 

図-1 位置図（外務省ホームページより） 

 

2. 工事概要 

工 事 名：Design Supply and install of 2x(225-300)kW, 

Wind Power Generation Project at Rubessa, 

Wangdue 

発 注 者：Bhutan Power Corporation Limited 

工事場所：Rubessa, Wangdue, Bhutan 

工  期：自 2014 年  7 月 22 日  

     至 2016 年  2 月 25 日  

形  式：KWT300 2 基  

 施工内容：製作，輸送，基礎工，架設工，電気工事 

 

3. 風車建設工事 

 基礎工事はブータンの建設会社と契約して施工を行っ

た.現地での作業者については，インドから来た工事経験

の浅い労働者が占めており，細心の注意を払いながら安

全と品質の管理を行う必要があった. 基礎工事のコンク

リート打設工の状況を写真-1 に示す． 

  

写真-1 基礎工事（支保工は竹材） 

 

  

写真-2 サイトまでバック走行で進むタワー輸送トレーラ 

 

 現地サイトへの製品輸送ルートは，日本からインドの

コルカタ港までの約 8000km が海路，水揚げ後，サイト

ルベッサ 
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までの約 1000km が陸路であった．インド国境からサイ

トまでの陸上輸送については，事前調査時点から，厳し

い道路事情により難しい輸送になることは予想していた

が（写真-2），それ以外にも，港湾のストライキ，インド

業者の通関書類の紛失など，様々なトラブルに直面した． 

今回架設に使用した 170t トラッククレーンは，ブータ

ン国内では調達ができないため，インドから輸入した．

重機の搬入に当たっては，通過する橋梁の耐荷重照査等，

入念に検討を実施した（写真-3）． 

 

写真-3 サイト手前の橋をゆっくり進むクレーン 

 

架設工事については順調に推移し，実働 7 日間で 2 機

の風車の架設が完了した．特にローターの架設について

は，風の無い早朝に実施する等，工夫して施工を行った．

タワーの架設状況を写真-4 に示す．  

  

写真-4 タワー架設状況 

 

4. あとがき 

ブータンでは，初の水力発電以外の再生可能エネルギ

ープロジェクトである本事業への注目度や期待度は非常

に高い．ブータン政府は，再エネ導入方針に基づき，2025

年までに太陽光・風力・バイオマス発電それぞれ 5MW

ずつ，合計 15MW の再エネ導入目標を掲げている． 

当社は，本発電所の当初 2 年間の O&M（オペレーシ

ョン・メンテナンス，以下 O&M）を合わせて受託して

いる．その後はブータン電力公社が自ら O&M を担う計

画で，すでにブータン電力公社の 6 名が日本国内，およ

びサイトでのメンテナンストレーニングを受講した． 

風力発電所は完工してからその実力が試される．当社

としては，ブータンの人々の日本製品への強い信頼と期

待を裏切ることなく，当初 2 年間の順調な運用，および

その後の現地 O&M へのスムーズな移行を確実にし，今

後のブータンへの風力発電導入拡大に寄与できるよう努

めたいと考えている． 

最後になりましたが，本プロジェクトの立上げ時から

様々なご助言を賜りました東京電力株式会社パワーグリ

ッドカンパニー（現東京電力パワーグリッド株式会社）

の皆様，およびブータン駐在 JICA 専門家の皆様に，この

場を借りてお礼を申し上げます． 

  

写真-5 完成したブータン風力発電所  

 

  

写真-6 竣工式で寄贈した風車模型を掲げる首相  


